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土曜に、 
� 学べ
―�県内で初 本町小学校での試み―

日 程 全校児童数 参加申込者 出 席 者 参 加 率
５/７

316人 302人

281人 88.9％
５/21 277人 87.7％
６/４ 284人 89.9％
６/18 282人 89.2％
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学
力
や
体
力
の
低
下
、
自
然
体
験
や
社
会

体
験
の
不
足
、
対
人
関
係
調
整
能
力
の
不
足

等
、
い
ろ
い
ろ
と
指
摘
さ
れ
る
子
ど
も
た
ち

の
教
育
課
題
を
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
等
が

連
携
し
て
改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
取
り
組

み
が
土
曜
日
授
業
運
営
モ
デ
ル
事
業
で
す
。

具
体
的
に
は
次
の
点
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

●�

子
ど
も
た
ち
の
学
力
、
体
力
、
運
動
能
力

の
向
上
を
図
る

●�

子
ど
も
た
ち
に
豊
か
な
体
験
活
動
、
創
作

活
動
、
地
域
学
習
等
の
機
会
を
提
供
す
る

●�

学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連
携
強
化
を
図
る

場
と
す
る
と
と
も
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く

り
の
機
会
と
す
る

学
校
職
員
を
含
め
た
指
導
者
の
確
保
や
、

系
統
だ
っ
た
一
貫
し
た
指
導
内
容
の
確
立
、

経
費
負
担
の
在
り
方
等
、
課
題
は
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
土
曜
日
授
業
の
中
で
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
の
よ
り
よ
い
方

策
を
模
索
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

市
立
本
町
小
学
校
　
竹
田
校
長
先
生

土
曜
日
授
業
運
営
モ
デ
ル
事
業

子
ど
も
た
ち
に
社
会
体
験
や
自
然
体
験
な
ど

の
様
々
な
活
動
を
体
験
さ
せ
、
自
ら
学
び
自
ら

考
え
る
力
や
豊
か
な
人
間
性
、
た
く
ま
し
く
生

き
る
た
め
の
健
康
や
体
力
な
ど
の『
生
き
る
力
』

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
14
年
４
月
か
ら

学
校
週
5
日
制
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
景
気
の
低
迷
か
ら
、
土
曜
日
も
仕
事
に

出
る
保
護
者
が
増
え
、
子
ど
も
た
ち
が
土
曜
日

を
家
族
で
過
ご
し
た
り
、
何
か
の
活
動
に
参
加

し
た
り
と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
独

り
で
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
ぼ
ん
や
り

過
ご
す
と
い
う
児
童
が
数
多
く
見
ら
れ
、
当
初

の
目
的
た
ち
成
に
は
程
遠
い
現
実
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
戸
外
の
遊
び
の
減
少
等
も
あ
っ
て
、

体
力
・
運
動
能
力
面
で
の
低
下
傾
向
が
み
ら
れ
、

学
力
面
も
低
下
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に
上
位
層

と
下
位
層
の
二
極
化
の
傾
向
が
出
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領

の
全
面
実
施
に
よ
り
、学
習
内
容
が
増
え
、じ
っ

く
り
と
学
習
に
取
り
組
ん
だ
り
、
練
習
問
題
等

の
補
習
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
一
層
大
切
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
す
る
方
策
と
し
て
、

市
教
育
委
員
会
で
は
、
週
休
土
曜
日
を
見
直
し
、

そ
の
有
効
な
活
用
を
考
え
た
結
果
、
今
年
度
、

本
町
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
土
曜
日

授
業
運
営
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

参加率（全校児童数に対する出席者数）

モデル事業のイメージ

○学力の向上

○体力・運動能力の向上

○体験活動

地域・保護者

市教育委員会

児 童

本町小学校

今
年
度
、
本
町
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
に
指
定
し
、
年
17
回
の

土
曜
日
授
業
を
実
施
し
て
い
ま
す



まつばら児童館では、
土曜日授業運営モデル
事業の創作活動の時間
に毎月１回お手伝いを
しています。
５・６・７月はまず
子どもたちに作る楽し
さ、自分で作った物を手にする喜びを味わって
欲しいと考え、プラ版製作をしています。子ど
もたちは私たちの話をしっかり聞き、思い思い
の作品を一生懸命作り上げていきます。この間、
プラ版をトースターで焼くと、クルッと縮み平
らに戻る様子を見て「魔法みたい！」とびっく
りする子がいました。ちょっとした発見に子ど
もらしい素敵な言葉を聞き、その瞬間を一緒に
感動できることを嬉しく思いながら、私たちに
とっても充実した時間となっております。
これからも子どもたちの沢山の発見や創造性
を育む力となるような物づくりを提供してまい
ります。子どもたちが成長していく上でこの体
験が役立つことを願いながら。

本町小学校　先生

体育指導委員

地域ボランティア

◆
保
護
者
の
感
想

本
町
小
学
校
で
は
、
土
曜
日
授
業
運
営
モ
デ

ル
事
業
の
モ
デ
ル
校
に
指
定
さ
れ
、
今
年
度
５

月
か
ら
月
２
回
の
ペ
ー
ス
で
土
曜
日
授
業
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
活
動
内
容
と

し
て
は
、テ
キ
ス
ト
や
問
題
集
を
使
っ
た
国
語
・

算
数
の
復
習
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
、
折
紙
教
室
、
う
ど
ん
作
り
、

ア
ー
ト
バ
ル
ー
ン
、
料
理
教
室
と
い
っ
た
平
日

と
は
異
な
る
活
動
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

週
休
土
曜
日
を
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
力
・
体
力
も
向
上
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豊
か
な
体
験
活

動
、
創
作
活
動
、
地
域
学
習
等
を
通
し
て
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
を
強
化
し
、
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

土曜日授業の国語と算数の時
間、子どもたちはドリル学習に
取り組んでいます。授業で習っ
たところを、ゆったりと自分の
ペースで、しかも集中して学習する姿があります。
普段の授業より５分長い50分間の中で、分からないことが
あれば教室にいる先生にすぐ聞ける安心感を子どもたちは覚
えながら、家庭学習でもなく普段の学校の授業と
も違った豊かな学習の時間が流れています。
このように土曜日の朝から学習する習慣を身に
つけ、学ぶ楽しさを感じる子どもが１人でも多く
増えてくれたらと願っています。

市教育委員会から依頼を受け、本町小学校をモ
デル校に実施する土曜日授業運営モデル事業の中
で、子どもたちの体力・運動能力の向上のため、
私たち体育指導委員が教えることとなりました。
そこで、私たち体育指導委員の目標として以下
の点を掲げて取り組んでいます。
○夢や志をもち、故郷を愛し、智・徳・体を身に
つけた人づくり
○社会のルールを守り、社会の一員としての資質
を身につけ、健やかな体とやすらかな心をもった
人づくり
土曜日授業では私たち体育指導委員が県体育指
導委員研修会で習得したニュースポーツを実施していく中
で、子どもたちに遊びながら体力・運動能力の向上ができ

ればと思っています。
５月は体力テスト、６月はキンボールや

スカットボール、７月はソフトバレーボー
ルを実施し、今後もカローリングやディス
クゲッターなど、子どもたちが楽しみなが
ら体力向上できるよう考えています。本町
小学校の子どもたちのやる気と目の輝きに
応えられるよう、私たち体育指導委員も精
いっぱい頑張ります。

私たちにとっても、初めてのことで不安がありま
したが、子どもたちにもできる料理を、家庭にある
食材を使って体験させたいと思い、取り組みました。
実習をしていく中で親・家族への感謝の気持ちや
友達への思いやりなども見られ、子どもたちが自分
たちでも料理を作れる自信ができ、また作ってみよ
うという意欲的な声も聞かれ、私たちも大変嬉しく
思いました。これを機に、家庭でもいろいろアレン
ジし、楽しみながらチャレンジして欲しいものです。

◆
児
童
の
感
想

私
は
、土
曜
日
授
業
を
し
て
、分
か
ら
な
か
っ

た
算
数
の
問
題
の
復
習
を
し
て
、
算
数
の
問
題

が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
授
業
時
間
が

長
い
け
れ
ど
、
よ
く
集
中
で
き
て
い
ま
す
。

他
に
も
、
平
日
に
は
習
わ
な
い
よ
う
な
運
動

が
で
き
て
い
る
の
で
と
っ
て
も
楽
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
毎
回
土
曜
日
授
業
に
参
加
し
て
、

勉
強
や
運
動
に
集
中
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ぼ
く
が
、
土
曜
日
授
業
で
一
番
楽
し
か
っ
た

の
は
、
キ
ン
ボ
ー
ル
で
す
。
最
初
は
あ
ん
な
に

大
き
い
ボ
ー
ル
を
ど
の
よ
う
に
し
て
遊
ぶ
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

で
も
、
地
域
の
先
生
が
や
さ
し
く
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。
真
ん
中
に
お
い
た
キ
ン
ボ
ー
ル
に

体
当
た
り
を
し
ま
す
。
そ
し
て
じ
ゃ
ん
け
ん
を

し
て
か
っ
た
ら
進
ん
で
行
く
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し

た
。
ま
た
や
り
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

市体育指導委員会　委員長　田中茂さん

プラ版づくり　まつばら児童館

調�理実習�
矢野久子さん 
岸下鈴子さん

授
業
紹
介
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で
つ
な
が
る
！
市
内
無
料
電
話

を
知
ろ
う
！

告
知
放
送
端
末

【保存版】

で
つ
な
が
る
！
市
内
無
料
電
話

　

市
内
無
料
電
話
は
、
告
知
放
送
端

末
に
接
続
さ
れ
た
電
話
同
士
が
、
無

料
で
通
話
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

市
内
無
料
電
話
を
か
け
る
と
き
は
、

相
手
の
電
話
番
号
の
前
に「
８
」を
つ

け
て
ダ
イ
ヤ
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
無
料
電
話
を
か
け
た
と
き
、

呼
び
出
し
音
は
し
て
も
、
出
な
い

相
手
が
い
る
ん
だ
け
ど
？

相
手
方
が
告
知
放
送
端
末
と
電
話

機
を
接
続
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

市
内
無
料
電
話
を
利
用
す
る
に
は
、

か
け
る
側
と
受
け
る
側
の
両
方
が
、
告

知
放
送
端
末
と
電
話
機
を
接
続
し
て
い

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
転
送
サ
ー
ビ
ス
に
加
入

し
て
い
ま
す
が
、
市
内
無
料
電
話

で
は
転
送
サ
ー
ビ
ス
は
利
用
で
き
な
い

の
？

か
け
る
側
が
、
市
内
無
料
電
話
に

対
応
で
き
て
い
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

告
知
放
送
端
末
と
電
話
機
の
接
続
は
、

市
政
策
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
な
お
、
電
話
機
の
種
類
や
回
線
の

状
態
に
よ
っ
て
は
、
接
続
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
チ
ホ
ン
や
転
送
電
話
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
は
、通
信
事
業
者（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
な
ど
）
が
有
料
で
提
供
し
て
い
る

の
で
、
市
内
無
料
電
話
で
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

告
知
放
送
端
末
の
電
源
が
入
っ
て

い
な
い
と
、
市
内
無
料
電
話
を
か

け
る
こ
と
も
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。
告
知
放
送
端
末
の
電
源
は
入
れ
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

告
知
放
送
端
末
の
電
源
を
抜
い
た

ら
、
市
内
無
料
電
話
は
使
え
な
い

の
？「

８
」
を
付
け
て
電
話
し
た
ら
「
市

外
局
番
か
ら
お
か
け
な
お
し
く
だ

さ
い
」
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
た

ん
で
す
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

チョット
　　教えて！

よくある質問

　

地
震
が
発
生
し
た
際
、
本
市
に
津
波
警

報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
や
土
砂
災
害
の
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
な
ど
に
は
、
避
難
勧
告

な
ど
の
緊
急
放
送
を
し
ま
す
。

市内無料電話

告知放送端末 告知放送端末

‐○○‐××××８

○
告
知
放
送
端
末
に
つ
い
て

　

総
務
部
政
策
課

　

℡
（
８
）
26
‐
１
２
１
５

○
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
つ
い
て

　

ピ
カ
ラ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
８
０
０
‐
１
０
０
‐
３
９
５
０

○
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
つ
い
て

　

高
松
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

　

℡
０
１
２
０
‐
０
８
‐
１
０
０
１

お
問
い
合
わ
せ
は

こ
ち
ら
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

地
震
発
生
時
の
緊
急
放
送（
告
知
放
送
）
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笠
井
氏
が
選
管
委
員
長
に

６
月
６
日
の
市
議
会
で
、
任
期
満
了
と

な
っ
た
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
に
笠
井
政
雄

氏（
77
歳
）、
六
車
光
子
氏（
66
歳
）、
正
木
保

憲
氏（
74
歳
）、
牧
野
好
志
氏（
78
歳
）が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
月
10
日
に
開
か
れ
た

選
挙
管
理
委
員
会
で
、
委
員
長
に
笠
井
政
雄

氏
が
選
ば
れ
、
委
員
長
職
務
代
理
者
に
六
車

光
子
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
６
月

６
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

副
市
長
に
上
村
氏

さ
る
６
月
23
日
の
市
議
会
で
、
６
月
30
日

で
任
期
満
了
と
な
っ
た
上
村
求
副
市
長（
61

歳
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
７
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

田
中
氏
が
教
育
委
員
長
に

教
育
長
は
橋
本
氏

６
月
23
日
の
市
議
会
で
、
任
期
満
了
と

な
っ
た
教
育
委
員
に
森
義
治
氏（
63
歳
）と
橋

本
昻
氏（
64
歳
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
24
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
、
教

育
委
員
長
に
田
中
勝
弘
氏（
67
歳
）、
教
育
委

員
長
職
務
代
理
者
に
森
義
治
氏
が
互
選
さ
れ
、

教
育
長
に
橋
本
昻
氏
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
田
中
教
育
委
員
の
教
育
委
員
長

任
期
が
６
月
27
日
か
ら
１
年
間
、
橋
本
教
育

長
が
７
月
１
日
か
ら
４
年
間
、
森
教
育
委
員

が
６
月
27
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

人
　
事

赤
坂
氏
が
監
査
委
員
に

任
期
満
了
と
な
っ
た
監
査
委
員
に
、
６
月

６
日
の
市
議
会
で
同
意
を
得
て
、
赤
坂
末
夫

氏（
75
歳
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
６
月
７
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

元県連合自治会理事
　　●水主在住

松
原
　
章
雄
さ
ん
　（
87
歳
）

川
北
　
文
雄
さ
ん
　（
70
歳
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

岩
瀬
　
良
明
さ
ん
　（
70
歳
）

大
臣
表
彰

松
本
　
環
　
さ
ん 
（
75
歳
）

現
行
政
相
談
委
員�

●
三
本
松
在
住

晴
れ
の
受
章
者

（
※
年
齢
、
経
歴
は
受
章
時
）

総
理
大
臣
感
謝
状

元県副知事
� ●三本松在住

元市消防団副団長
� ●帰来在住

春
の
叙
勲

春
の
褒
章

瑞
宝
中
綬
章

藍
綬
褒
章
（
地
方
自
治
功
績
）

（
地
方
自
治
功
労
）

行
政
相
談
委
員
制
度
の
発
展
に

対
す
る
功
績

（

）

校歌を作詞
しませんか
平成25年４月に開校する
大内地区統合小学校（市立
大内小学校）の「校歌の歌
詞」を公募します。

【公募の対象】
○�三本松・誉水・丹生小学校の
　・在校児童または卒業生
　・�在職教職員または在職していた
ことのある教職員

○�市内に住所を有する個人

【募集締切】 
　10月31日（月）　17時

【応募方法】
○�下記応募先へ直接持参または郵送
○作品提出用紙や様式は自由
○�余白または裏面に応募者の氏名、
年齢、住所、連絡先を明記してく
ださい。

【作品の条件】
○�新設の統合小学校に相応しく児童
が明るく希望を抱くことができ、
大内地区の風土や歴史が感じられ、
地域に親しみやすいもの
○歌詞は１番・２番・３番の構成
○漢字には必ずフリガナ
○ 歌詞に「大

お お ち

内」または「大
おおち

内小学
校」の文言を含む
○ 応募作品の裏面に制作意図を記載
（自由記載）

☆�募集要領あります。�
下記までお問い合わせください。

【問合先・応募先】
〒769‐2692　三本松1172

� 市教委学校教育課
� 学校再編グループ

℡ 26‐1237
　℻ 26‐1340

大内小学校の

お お ち

応募要領
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　いじめは、力の弱い子どもや、まじめに努力する子ど
も、周りに安易に流されないため「異質」とみなされた
子どもなどを標的にする卑怯な行いです。悪いのはいじ
める子どもであって、「いじめられる側にもそれなりの
理由がある」などということは全くの間違いです。
　いくら軽い遊びや悪ふざけ、ジョークのつもりでも、
いじめられる側の苦しみ痛みは深刻であることを理解さ
せ、いじめることは、人間として決して許されないこと
であり、いじめをはやし立てたり傍観したりすることも
同じである、ということを家庭の中できちんと話し合い
ましょう。そして、自分の子どもがいじめをしていると
わかったら、必ずすぐにやめさせてください。
　また、いじめる子の中には、親から暴力や強いプレッ
シャーを受けるなど、家庭でも学校でも居場所がない子
どもが多いと言われます。子どもが楽しめるものを見つ
け、心が満たされるように配慮するなど、いじめをしな
い心の環境づくりをしましょう。

◆◆◆　思いやり　◆◆◆

いじめは人間として恥ずかしい行いだ。

いじめをしない子を育てる

　身近な人の死を目の当たりにすることが少なくなった
り、殺人を繰り返すテレビやゲームなどで虚構の死に慣
れたりして、命の重さやかけがえのなさを感じにくく
なっています。
　自然の中の体験活動に参加させたり、動物や草花を大
切に育てたりするなど、さまざまな生き物とその死にふ
れる機会を意識的に用意し、子どもに生命の尊さや大切
さを実感させましょう。
　また、亡くなった人の家
族や傷つけられた人の気持
ちを想像させるなど、その
悲しみがどんなに深いもの
かを理解させましょう。

みんなそれぞれの世界でたった一つの
命なんだ。

子どもに命の大切さを実感させる

（※文部科学省「家庭教育手帳」から転載）
【問合先】市教委生涯学習課　℡ 26‐1238

め
ざ
せ
、
健
康
東
か
が
わ

　

食
中
毒
は
、
食
べ
物
が
傷
み
や
す

い
夏
場
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
17
年
頃
ま
で
は
、
６
〜
８
月

【
問
合
先
】
市
民
部
保
健
課
健
康
づ

く
り
グ
ル
ー
プ　

℡
26
‐
１
２
２
９

焼
肉
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
と
き
に
は

季
節
を
問
わ
ず
、
一
年
を

通
し
て
注
意
が
必
要

　

細
菌
や
そ
の
毒
素
、
ウ
イ
ル
ス
、

自
然
毒（
フ
グ
毒
や
植
物
の
毒
な
ど
）、

化
学
物
質
が
あ
り
、
身
体
に
有
害
な

細
菌
が
繁
殖
し
た
食
品
を
食
べ
た
と

き
や
、
食
べ
た
後
に
細
菌
や
ウ
イ
ル

ス
が
体
内
で
増
殖
し
た
と
き
に
起
こ

り
ま
す
。

　

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
・
嘔
吐
・

腹
痛
・
下
痢
な
ど
の
胃
腸
症
状
や
発

熱
・
頭
痛
が
あ
り
ま
す
。

　

食
中
毒
を
引
き
起
こ
す
細
菌
や
ウ

イ
ル
ス
は
、
食
品
に
付
着
し
て
も
、

味
・
に
お
い
・
色
が
変
わ
ら
ず
見
た

目
で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

食
中
毒
の
原
因
は
？

食
中
毒
の
症
状
は
？

食
中
毒
か
ら

身
を
守
る

予
防
３
原
則

▼
調
理
の
前
だ
け
で
な
く
、
調
理
中

も
よ
く
手
を
洗
う
。

　

特
に
肉
・
魚
・
卵
を

さ
わ
っ
た
後
は
、
必
ず

手
洗
い
を
し
て
次
の
調
理
を
行
う
。

▼
肉
や
魚
を
切
っ
た
包
丁
、
ま
な
板

を
そ
の
ま
ま
使
わ
ず
、
そ
の
都
度
十

分
に
洗
う
。

▼
肉
や
魚
は
、
他
の
食
品
に
汁
が
か

か
ら
な
い
よ
う
に
。

▼
野
菜
な
ど
生
で
食
べ
る
物
は
、
流

水
で
十
分
に
洗
う
。

細
菌
を
つ
け
な
い

【清
潔

・
洗
浄
】

細
菌
を
増
や
さ
な
い

【迅
速
・
冷
却
】

▼
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
に
、
冷
凍
庫

は
マ
イ
ナ
ス
15
℃
以

下
に
保
ち
、
正
し
く

食
品
を
保
管
。

▼
温
か
い
料
理
は
温
か
い
う
ち
に
、

冷
た
い
料
理
は
冷
た
い
う
ち
に
食
べ

る
。

細
菌
を
や
っ
つ
け
る

【加
熱
・
殺
菌
】

▼
食
品
の
中
心
温
度
が
75
℃
以
上
・

１
分
間
以
上（
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
疑

わ
れ
る
場
合
は
85
℃
以
上
・
１
分
間

以
上
）の
加
熱
。

▼
使
用
後
の
包
丁
や
ま

な
板
な
ど
は
、
汚
れ
を

落
と
し
て
か
ら
熱
湯
や

漂
白
剤
で
消
毒
。

▼
ス
ポ
ン
ジ
や
タ
ワ
シ
は
、
水
分
を

含
ん
だ
ま
ま
だ
と
細
菌
が
増
殖
し
や

す
い
の
で
、
こ
ま
め
に
熱
湯
消
毒
し

て
し
っ
か
り
乾
燥
。

食中毒の月別発生件数
（過去 10年間（H13～22年）の動向から）

資料：香川県「目で見る食中毒発生状況」

１
月

11
月

９
月

７
月

５
月

３
月

15

10

5

0

（件数） 17

2

1515
13 13

7 7 78 9

6

に
食
中
毒
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
18
年
以
降
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
が
冬
に
集
中
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
春
に
は
食

肉
の
生
食
に
よ
る
食
中
毒
が
相
次
い

で
発
生
し
ま
し
た
。

を
予
防
し
よ
う

育教庭
 

　

生
肉
専
用
の
取
り

箸
や
ト
ン
グ（
物
を

挟
む
た
め
の
器
具
）

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
食
事

用
の
箸
と
は
別
に
し
て
く
だ
さ
い
。

広報東かがわ　2011.8.1　●　6



№ しあわせ講座タイトル（講座の内容）

１

田舎坊主の聞かなきゃソンソン
～『四十九日の法事が三月にまたがるといけないっ
て本当？』迷信と差別の根っこ～
� （人権問題全般）

２ 人生講話～智慧ある人生～� （人権問題全般）

３
「和」になって話しましょう
～だれもが住みやすい多文化共生のまち～
� （外国人の人権）

４ 少子高齢化社会と男女共同参画社会
� （男女共同参画）

５
学んで気づく男女共同参画
～歴史・憲法・法律・結婚の視点から現状及びその
対策～� （男女共同参画）

６ 楽しく学ぶ身近な男女共同参画    （男女共同参画）
７ 社会に役立つ子どもの育て方� （子育て）

８ しあわせな毎日を過ごすために
～多発事故から学ぶ交通安全～� （交通安全）

９
共に気づく社会を目指して
～歴史・憲法・法律の視点から現状及びその対策～
� （同和問題学習）

10
「しあわせ」の基本
～人権尊重社会を体験を通して学ぼう～
� （人権問題全般）

しあわせについて“こじんまり”とお話しませんか

しあわせ講座ご案内
　しあわせ講座は、少人数のグループでの研修にも伺います。下記のしあわせづくり
講師団の講義、その他ＤＶＤの上映会などご希望に応じます。まずはご相談ください。

【問合先】市民部人権推進室　℡ 26‐1227

№ しあわせ講座タイトル（講座の内容）

11「あなた」も「わたし」も共に元気になる人権講座� （人権問題全般）

12 聞いてなるほど  参加して納得  やさしい人権講座� （人権問題全般）

13 絵本の魅力と子育て� （子どもの人権）

14 並んで歩きましょう  あなたとわたし� （男女共同参画）

15 いっしょに育てましょう  お父さん  お母さん� （子育て・家庭教育）

16
みんなで子育て応援団
～わたしも、おれも、わしだって～
� （子育て・家庭教育）

17「ざせつ」を学ぼう！「転ぶこと」がはじめの一歩� （人権問題全般）

18 笑顔が姿勢の栄養剤！ 合言葉は「背筋ピーン」
� （姿勢科学）

19 本音で介護「私だって楽しみた～い」� （介護支援）

20
楽しい♡友達み～つけた！
～ぼくたち  わたしたちの人権学習～
� （児童対象人権学習）

　エコキャップ運動とは
　エコキャップ運動は、キャップの再資源化（リサイク
ル）で得た売却益でワクチンを購入し、発展途上国の子
どもたちに届けるという運動です。キャップ 800個で
子ども用ワクチン１人分が買え、世界中の子どもたちに
贈ることができます。また、一般ごみとして焼却処分さ
れるキャップを再資源化することで、「地球環境を守る」
ことにもつながります。

あなたにすぐできる人権貢献
エコキャップ運動にご協力を
～ペットボトルのキャップを集めましょう～

世界の子どもたちにポリオワクチンを

【問合先】市民部人権推進室　℡ 26‐1227

　各庁舎窓口、市交流プラザ、各公民館に収
集箱を設置しています。（キャップに付いてい
るシールや汚れは取り除いてください）

収集箱を設置しています

　ポリオ（小児まひ）は感染症で、下肢に障害が残ると歩
行が困難になります。日本ではワクチンによって解決し
ましたが、アフガニスタン周辺やナイジェリアなどでは
多くの子どもたちが今も苦しんでいます。

　市と市教委、市人権会議では差別のない明るいまち
づくりをめざして、人権問題の啓発強調月間行事とし
て、人権作品発表会と人権問題夏期講演会を開催しま
す。

人権作品発表会と
人権問題夏期講演会

　○人�権標語の発表
　　　�保育所・幼稚園の園児と保護者
　○人権作文・詩の発表
　　　�小学校・中学校・高等学校の児童・生徒

人権作品発表会

人権問題夏期講演会

○日 時　８月23日（火）
　　　　　　13時30分～ 16時30分
○場 所　市交流プラザ　多目的ホール　　
○入場料　無料（どなたでも参加できます）

演題：差別のない社会を目指して
～プロデューサーと猿まわし芸人

私たち夫婦にできること～
講師：栗原美和子さん
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育
成
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

（
県
民
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
）

み
つ
め
よ
う 

正
し
い
行
動 

自
分
の
未
来

夏
の
青
少
年
非
行
・

被
害
防
止
県
民
運
動

県
は
、
関
係
機
関･

団
体
と
地
域
住
民
な
ど
が
相
互
に
協
力･

連
携
し
て
、
青
少
年
の
規
範
意
識
の
醸
成
及
び
有
害
環
境
の
浄

化
を
図
る
な
ど
の
活
動
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

８
月
31
日
ま
で
実
施
中

　

子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
の
た
め
に
は
、
家
庭
や
学
校
だ

け
で
な
く
、
地
域
や
職
場
な
ど
社
会
全
体
が
協
力
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
わ
た
し

た
ち
の
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
問
合
先
】　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー　

℡
24
‐
１
０
０
５

○�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
違
法
・

有
害
情
報
へ
の
適
切
な
対
応

○
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

○
薬
物
乱
用
対
策
等
の
推
進

○�

不
良
行
為
及
び
初
発
型
非
行

（
犯
罪
）の
防
止

○
再
非
行（
犯
罪
）の
防
止

○�

い
じ
め･

暴
力
行
為
等
の
問
題
行
動

へ
の
対
応

○�

青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪
被
害

（
性
犯
罪
等
の
被
害
）の
防
止

2007年８月に私は日本に来ました。あの時、
「わぁ！ ここは本当にのどかなところね。私の
ふるさとと同じだわ」と思いました。
　その年、引田の祭りに行きました。楽しそう
で、たくさんの笑い声がありました。でも、私
は誰も知り合いがいませんでした。だから、寂
しかったです。突然、小さい女の子が私の方に
かけてきて、私にだきつきました。彼女は私の
保育所の園児でした。あの時から、私は東かが
わ市が大好きになりました。
　３年前、お茶会の勉強を始めました。私の先
生は優しくて、根気よく教えてくれます。お茶
会の空気が大好きです。お客様をもてなしたり、
リラックスしてもらうのが目標です。私はいつ
も先生や友人からそのように接してもらいまし
た。いつも、温かい気持ちで帰りました。東か
がわ市も同じだと思います。

あ
り
が
と
う
！

　

ア
ン
ジ
ェ
ラ
先
生

　

Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）の
ア
ン
ジ
ェ
ラ

先
生
が
、
任
期
を
終
え
て
東
か
が
わ
市
を
離
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ジ
ェ
ラ
先
生
か
ら
み
な
さ
ん
へ
の
感
謝

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載
し
ま
す
。

　たくさん大切な思い出があります。白鳥神社の節分、引田からの瀬
戸内海のながめ……。でも、人々と別れるのが一番つらいです。カレー
屋のオーナーの元気な「いらっしゃいませ！」が聞けなくなると寂し
いです。私が病気のときにホカホカの食べ物を持ってきてくれた英会
話の人、「一緒に鬼ごっこをして遊びたい！」と言ってくれた子ども
たち、毎日とても一生懸命働いていても、いつも明るく笑っている先
生たち……。
　その中でも、私の生徒と別れるのがつらいです。彼らは私のとても
大切な存在です。私が落ち込んでいる時も、元気なあいさつで幸せに
してくれます。雨の日の太陽のような存在です。彼らのおかげで楽し
い毎日でした。すばらしい！いつも学校や塾や部活に頑張っています。
いつも忙しいです。でも、いつも元気に笑えています。一人ひとりが
夢や希望を持っています。学校や電車や道で話すことが大好きです。
夢をあきらめないで頑張ってほしいです。感謝の気持ちは伝えきれま
せん。私の心はみなさんの笑顔であふれています。
　みなさん、４年間、本当にありがとうございました。また、会える
日を楽しみにしています。その日まで、お元気で！

アンジェラ　ベイリー

平
成
23
年
度
「
夏
の
青
少
年
非
行
・
被
害
防
止
県
民

運
動
期
間
」
実
施
要
綱
か
ら
抜
粋

（

）
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与
田
川
堤
防
復
旧
工
事（
中
間
報
告
）

　

さ
る
５
月
29
日
の
台
風
２
号
接
近

に
伴
う
河
川
増
水
に
よ
り
、
与
田
川

の
右
岸
側
の
堤
防
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

周
辺
住
民
の
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
致
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
、

応
急
復
旧
工
事
が
完
了
し
ま
し
た
。

今
後
、
各
関
係
機
関
と
十
分
調
整
を

行
い
、
渇
水
期
の
11
月
か
ら
早
急
な

堤
防
の
本
復
旧
工
事
を
行
い
ま
す
。

進
む
11
号
バ
イ
パ
ス
工
事

進
捗
状
況
報
告

　

伊
座
か
ら
小
砂
を
事
業
区
間
と
し
て
実
施
し
て
い
る 

「
大

内
白
鳥
バ
イ
パ
ス
」 
の
工
事
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

周
辺
環
境
に
配
慮

○
振
動
、
騒
音
に
配
慮
し
た
工
法
の
採
用

○
濁
水
は
浄
化
処
理
後
に
排
水

○�

工
事
用
道
路
と
し
て
利
用
す
る
市
道
の
通
行
は
、
周

辺
住
民
の
み
な
さ
ん
を
優
先

○
防
塵
対
策
と
し
て
、
道
路
の
仮
舗
装
や
散
水
を
実
施

【
問
合
先
】

　

国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
香
川
河
川
国
道
事
務
所

℡
０
８
７
‐
８
２
１
‐
１
５
６
１

　

大
内
白
鳥
監
督
官
詰
所　

℡
26
‐
１
４
０
１

【
問
合
先
】
市
民
部
環
境
衛
生
室　

℡
26
‐
１
２
２
６

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
、
ス
プ
レ
ー
缶

　

焼
却
施
設
や
ゴ
ミ
収
集
作
業
車
で
、
カ
セ
ッ

ト
ボ
ン
ベ
や
ス
プ
レ
ー
缶
が
原
因
と
み
ら
れ
る

爆
発
・
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
に
出
す
時
は
、

①
必
ず
最
後
ま
で
使
い
切
る

②
燃
え
な
い
ゴ
ミ
で
出
す

不
要
な
事
故
防
止
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ゴ
ミ�

の
出
し
方�

注
意
と
お
願
い

①
中
を
水
洗
い
し
て
異
物
を
取
り
除
く
。

②
つ
ぶ
さ
な
い
で
集
積
所
に
あ
る
袋
へ
入
れ
る
。

食
べ
物
や
飲
み
物
が
入
っ
て
い
た

缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

今
年
度
の
主
な
事
業
内
容

　

①
湊
川
橋　

②
与
田
川
橋　

○
楠
谷
川
橋

橋
梁
工
事

施
工
中
の
工
事

２
工
区（
白
鳥
～
西
村
）

　

③
湊
改
良
工
事

　
　
　

工
事
場
所　

湊
地
先

　
　
　

工

期　

３
月
１
日
～
11
月
30
日

　

④
川
東
改
良
工
事

　
　
　

工
事
場
所　

川
東
地
先

　
　
　

工

期　

３
月
11
日
～
来
年
１
月
31
日

供
用
開
始
予
定

　

国
道
３
１
８
号
か
ら
県
道
水
主
三
本
松
線
の
間
に
つ
い
て
は

平
成
26
年
度
中
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①�

キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
す
（
は
ず
れ
に
く
い
場
合
は
、

は
ず
さ
な
く
て
も
良
い
）。

②
中
を
水
洗
い
し
て
異
物
を
取
り
除
く
。

③�

集
積
所
の
青
色
の
か
ご
に
、
無
色
（
白
色
）、

茶
色
、そ
の
他
の
色
の
３
色
に
分
け
て
入
れ
る
。

缶
の
出
し
方

ビ
ン
の
出
し
方

①
必
ず
キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ
ル
等
を
は
ず
す
。

②
中
を
水
洗
い
し
て
異
物
を
取
り
除
く
。

③
つ
ぶ
さ
な
い
で
集
積
所
に
あ
る
袋
へ
入
れ
る
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
出
し
方

白鳥大内ＩＣ

318

11

（主）
大
内
白
鳥
イ
ン
タ
ー
線

２工区
延長3.3㎞

さんぼんまつ

　

市
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、
本
事
業
に
ご
理
解
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

工
事
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
今
後

と
も
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

①
②

③④

応
急
復
旧
状
況

▼

9



広報東かがわ　2011.8.1　●　10

第
３
回
空
ち
ゃ
ん
田
ん
ぼ
田
植
え
祭
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
地
元
農
家
や
市
民
約
１
０
０
名

が
空
ち
ゃ
ん
の
姿
を
描
く
よ
う
に
田
植
え
を
し

ま
し
た
。
今
年
の
空
ち
ゃ
ん
の
絵
に
は
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
、『
ガ
ン
バ
ロ

ウ
日
本
』
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

通
り
が
か
り
の
観
光
客
も
車
を
停
め
て
そ
の

様
子
を
興
味
深
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

場
所
は
西
山
交
差
点
か
ら
西
に
約
３
０
０
ｍ
。

全
体
を
見
渡
せ
る
や
ぐ
ら
を
常
設
し
て
い
ま
す
。

収
穫
予
定
は
10
月
。
稲
穂
が
実
り
、
次
第
に

空
ち
ゃ
ん
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
様
子

を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

市
消
防
団
が
林
野
火
災
に
備
え
て
大
川
広
域

消
防
本
部
の
指
導
で
「
林
野
火
災
想
定
の
中
継

放
水
訓
練
」
を
行
い
ま
し
た
。

最
初
に
給
水
原
理
や
給
水
限
界
な
ど
放
水
に

関
す
る
基
本
的
な
説
明
を
受
け
、
引
き
続
い
て

ポ
ン
プ
車
や
、
小
型
ポ

ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た

様
々
な
放
水
体
型
な
ど

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

実
際
に
ポ
ン
プ
車
を

使
っ
た
訓
練
で
は
、
吸

水
量
を
増
加
す
る
た
め

の
操
作
を
行
い
、
送
水

や
放
水
の
状
況
を
確
認

し
て
い
ま
し
た
。

林
野
火
災
に
備
え
訓
練
を　

『
ガ
ン
バ
ロ
ウ
日
本
』の

願
い
を
込
め
て

美
味
し
い
炊
き
込
み
ご
は
ん
に

白
鳥
中
央
公
園�

６
月
19
日

福
栄
与
田
山
地
区�

６
月
19
日

就
学
前
の
子
ど
も
た

ち
や
、そ
の
家
族
、き
ょ

う
だ
い
約
２
７
０
名
が

参
加
し
て
「
市
母
子
愛

育
会
お
や
こ
運
動
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
冒

険
の
森
」「
お
く
ち
へ

パ
ッ
ク
ン
！
」「
親
子

で
、
組
体
操
」
な
ど
盛

高
松
市
民
マ
ン
ド
リ

ン
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
第

６
回
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏

会
」
が
開
催
さ
れ
、
多

数
の
音
楽
フ
ァ
ン
が
訪

れ
ま
し
た
。

マ
ン
ド
リ
ン
の
希
望

の
音
色
が
被
災
地
に
届

く
よ
う
に
と
、
演
奏
さ

れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
グ
ラ
ン
ド
シ
ャ
コ
ン
ヌ
を

は
じ
め
全
13
曲
。
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
で
来

場
者
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は

「
東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

と
し
て
、
義
援
金
の
受
付
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

運
動
で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を　

希
望
の
音
色
を
被
災
地
に　

白
鳥
中
央
公
園�

６
月
18
日

市
交
流
プ
ラ
ザ�

６
月
11
日

本
町
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
82
名
が
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
地
元
の
海
岸
や
施
設
で
ゴ

ミ
拾
い
や
草
抜
き
な
ど
の
清
掃
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

清
掃
の
後
、
き
れ
い
に
な
っ
た
海
岸
や
施
設

を
見
て
子
ど
も
た
ち
は

丹
生
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
48
名
が
、
地
元
の

美
し
い
自
然
を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
学
ぼ
う

と
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
な
ど
20
名
と
一
緒
に
、

小
浦
海
岸
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
用
意
し
た

ゴ
ミ
袋
は
、
カ
ン
、
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

サ
ン
ダ
ル
な
ど
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
で
す
ぐ
い
っ

毎
年
恒
例
の
市
内
海
岸
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
写
真
：
松
西
海
岸
）雨
続
き
で
し
た
が
、

清
掃
の
間
は
な
ん
と
か

天
気
が
も
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

ご
み
拾
い
だ
け
で
な

く
、
周
囲
の
草
刈
り
な

ど
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
に

向
け
て
準
備
は
万
端
で

す
。
ル
ー
ル
を
守
っ
て

き
れ
い
な
海
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

み
ん
な
で
き
れ
い
に

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
瀬
戸
内

市
内
清
掃

田植え

Ｊ
Ｒ
讃
岐
白
鳥
駅
・
本
町
駐
在
所
・
松
西
海
岸

�

６
月
14
日

小
浦
海
岸�

６
月
７
日

市
内
海
岸
15
カ
所�
６
月
19
日

ぱ
い
に
。
大
き
な
ゴ
ミ

は
み
ん
な
で
協
力
し
て

運
び
ま
し
た
。

清
掃
の
後
は
、
磯
あ

そ
び
。
き
れ
い
な
貝
殻

を
見
せ
合
っ
た
り
、
お

そ
る
お
そ
る
カ
ニ
を
捕

ま
え
た
り
、
思
い
思
い

に
楽
し
み
ま
し
た
。

満
足
顔
。

駐
在
所
で
は
清
掃
の

お
礼
に
パ
ト
カ
ー
に
乗

せ
て
も
ら
い
上
機
嫌
。

ま
た
、
こ
の
日
は
ゲ
ス

ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
み

な
さ
ん
に
も
お
手
伝
い

い
た
だ
き
ま
し
た
。

り
だ
く
さ
ん
。
普
段
は
運
動
不
足
の
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
楽
し

め
る
内
容
。

体
育
館
に
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き

ま
し
た
。

（空ちゃん田んぼ）



11

誉
水
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
で
水
主
米
の
田
植

え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

外
か
ら
投
げ
入
れ
ら
れ
る
苗
の
束
に
子
ど
も

た
ち
は
大
騒
ぎ
。
泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
、

楽
し
く
苗
を
植
え
て
い
ま
し
た
。
で
き
た
お
米

は
11
月
に
行
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
祭
り
で
炊
き
込

み
ご
飯
に
し
た
り
、
授
業
で
使
う
予
定
で
す
。

美
味
し
い
炊
き
込
み
ご
は
ん
に

水
主
地
区�

６
月
４
日

雑
草
で
荒
れ
放
題
だ
っ
た
県
道
１
２
２
号
線
、

道
の
会
を
結
成
し
環
境
美
化
に
取
り
組
む
。
今

春
は
ナ
デ
シ
コ
と
パ
ン
ジ
ー
、
７
１
４
本
の
ツ

ツ
ジ
も
初
年
な
が
ら
花
咲
か
せ
、
隣
の
三
本
松

公
園
へ
念
願
の
涅
槃
桜
を
植
樹
。

横
断
歩
道
の
信
号
機
設
置
の
検
証
も
終
え
、

遠
出
が
困
難
な
高
齢
者
へ
浮
き
世
の
土
産
に
、

会
員
は
水
と
り
除
草
な
ど
日
々
励
ん
で
い
る
。

（
西
浜
さ
わ
や
か
道
の
会　

中
川
義
博
）

こ
の
企
画
は
、
土
居
の
杉
野
義
雄
さ
ん
ら
有

志
の
方
々
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
考
え
て
く

れ
た
、
田
植
え
・
稲
刈
り
・
お
も
ち
つ
き
―
三

部
作
の
企
画
で
す
。

６
月
18
日
、
第
一
部
の
始
ま
り
。
絶
好
の
田

植
え
日
和
の
中
、
初
め
て
裸
足
で
入
る
田
ん
ぼ

に
「
キ
ャ
ー
」
と
言
っ
て
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、

保
護
者
と
一
緒
に
最
後
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
苗

を
植
え
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
す
ご
く
い
い
顔
。
と
っ
て
も
思
い
出

大
川
中
学
校
２
年
生
の
大
山
壮
真
君
が
、
個

人
形
の
部
で
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

高
松
市
香
川
総
合
体
育
館

�
平
成
22
年
10
月
17
日

坂
出
市
民
体
育
館�

５
月
15
日

写
真（
デ
ー
タ
可
）、
１
５
０
字
程
度
の

文
章
、
連
絡
先
を
Ｐ
15
の
宛
先
ま
で

投 稿
募 集

（水主米）

第
20
回
県
健
康

福
祉
祭
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

兼
全
国
抜
粋
支
援

事
業
予
選
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

21
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
を
勝
ち
抜
き
、

ね
ん
り
ん
の
部（
60
歳
以
上
男
女
）で
と
ら
ま
る

Ｖ
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

同
チ
ー
ム
は
10
月
15
～
17
日
に
熊
本
県
八
代

市
で
開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
１

熊
本
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
に
出

場
し
ま
す
。�

（
と
ら
ま
る
Ｖ　

桑
島
正
道
）

第
29
回
県
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
兼
全
国
大
会

予
選
が
開
催
さ

れ
、
シ
ル
バ
ー
の

部
（
50
歳
代
及
び

60
歳
以
上
）
で
と

ら
ま
る
ハ
ー
フ
＆

は
ー
ふ
チ
ー
ム
が

見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
同
チ
ー
ム
は
10
月
21
日
～
23
日
に
福
島
県

福
島
市
で
開
催
予
定
の
全
国
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
・

シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
場
し
ま
す
。

�（
と
ら
ま
る
ハ
ー
フ
＆
は
ー
ふ　

小
野
寺
清
美
）

深
い
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

 

（
土
居
中
山
子
ど
も
会
）

そ
の
結
果
８
月
19

日
～
21
日
に
群
馬
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国

中
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
に
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

高
松
市
総
合
体
育
館�

5
月
29
日

「
集
中
力
を
高
め
、
１
回
戦
で
も
多
く
勝
ち
上

が
っ
て
く
だ
さ
い
」

（
大
内
空
手
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

川
根
章
義
）

花
に
嵐
の
例
え
の
如
く

県
空
手
道
選
手
権
大
会
で
優
勝

み
ん
な
で
作
ろ
う
！

お
い
し
い
お
も
ち

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

全
国
大
会
へ

県
立
大
川
体
育
館�

5
月
21
日

県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
の
伝
達

式
と
記
念
品
の
授
与
を
行
い
、
続
い
て
市
体
育

協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

（
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
）

【
県
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
】

市
体
育
協
会
名
誉
会
長	

國
方　

茂　

様

【
市
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
】

市
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
会
長

	

永
峰　

肇　

様

市
銃
剣
道
連
盟
副
会
長

	

栗
原　

日
出
男　

様

市
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　

様

表
彰
式
で
は
、

藤
井
秀
城
市
長
か

ら
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
栗
原
日
出

男
氏
が
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。
栗
原

氏
は
「
こ
の
よ
う

に
ス
ポ
ー
ツ
功
労

の
表
彰
を
賜
り
ま

し
た
こ
と
は
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
こ

の
喜
び
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
東
か
が
わ
市
の

ス
ポ
ー
ツ
発
展
の
た
め
に
一
層
の
努
力
を
い
た

し
ま
す
」
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し
た
。

受
賞
者
の
皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

�

（
市
体
育
協
会
）

ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
表
彰
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募

集

自
衛
官
等
を
募
集

准
看
護
学
生
を
募
集

市
職
員
を
募
集

防
衛
省
で
は
、
平
成
23
年
度
の
自
衛
官
等
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
24
年
4
月
1
日
採
用
予
定
の
職
員
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

※
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
必
ず

平
成
24
年
度
の
准
看
護
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
　
中
学
校
卒
業
者
以
上

選
考
方
法
　
国
語
、
一
般
常
識
、
面
接

定
員
　
20
人

試
験
日
　
11
月
10
日（
木
）

募
集
期
間
　
10
月
24
日（
月
）〜
11
月
8
日（
火
）

【
問
合
先
】　
大
川
地
区
医
師
会
附
属
准
看
護
学

院 

℡
42
‐
３
４
２
４

◎�

共
通
事
項 

駐
車
場
使
用
料
２
，０
０
０
円（
１
台
／
月
額
）

共
益
費
が
必
要
で
す
。‌

要
件
を
満
た
し
た
連
帯
保
証
人
１
人
と
、
家
賃

３
カ
月
分
の
敷
金
が
必
要
で
す
。

入
居
資
格（
共
通
）

●
住
宅
に
困
っ
て
い
る
　
●
市
税
な
ど
を
滞
納

し
て
い
な
い（
世
帯
全
員
）　
●
申
請
者
ま
た
は

同
居
す
る
も
の
が
暴
力
団
員
で
な
い
　
●
持
ち

家
な
ど
固
定
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

入
居
資
格（
ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
）

●
市
に
定
住
す
る
意
思
が
あ
る
　
●
40
歳
未
満

で
婚
姻
関
係
に
あ
る
　
●
そ
の
他
、
東
か
が
わ

市
営
若
者
定
住
促
進
住
宅
条
例
等
に
規
定
す
る

条
件
を
備
え
て
い
る

入
居
資
格（
公
営
）

●
現
在
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
が
い
る
　
●
収
入
基
準
（
世
帯
全
体
の
所

得
を
合
算
し
、
諸
控
除
額
を
差
引
い
た
月
収
額

ヤ
ン
グ
ハ
イ
ツ
引
田
（
１
戸
）
２
階

所

在	

引
田
２
９
９
番
地
31

間
取
り	

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

家

賃	

２
４
，０
０
０
円

横
内
下
第
２
団
地
（
１
戸
・
公
営
）
１
階

所

在	

横
内
５
９
１
番
地

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
９
，６
０
０
～
３
８
，６
０
０
円

市
営
住
宅
入
居
者
募
集（
８
月
分
）

が
15
万
８
千
円
以
下
）
に
合
っ
て
い
る
　
●
そ

の
他
、
東
か
が
わ
市
営
住
宅
条
例
等
に
規
定
す

る
条
件
を
備
え
て
い
る

必
要
書
類
　
●
入
居
申
込
書
　
●
住
民
票
謄
本

●
所
得
課
税
証
明
書（
平
成
23
年
度
分
）　
●
納

税
完
納
証
明
書

受
付
期
間
　 

８
月
１
日（
月
）〜
11
日（
木
） 

17
時
15
分
ま
で

受
付
場
所
　
事
業
部
建
設
課
及
び
各
庁
舎
窓
口

※ 

申
し
込
み
多
数
の
場
合 

公
開
抽
選
を
８
月
15
日（
月
）13
時
30
分
か
ら

引
田
公
民
館
２
階
第
二
講
義
室
で
行
い
ま
す
。

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課
℡
33
‐
２
５
０
１

メ
キ
シ
コ
料
理
教
室
参
加
者
募
集

ア
テ
ィ
リ
オ
さ
ん
の
世
界
の
料
理

 

〜
メ
キ
シ
コ
編
〜

日
時
　
９
月
11
日（
日
）　
10
〜
13
時

場
所
　
市
交
流
プ
ラ
ザ

講
師
　Atilio O

rellana Rojas

費
用
　
１
，０
０
０
円

定
員
　
20
人（
先
着
順
）

申
込
締
切　

８
月
31
日（
水
）　
17
時
ま
で

【
問
合
先
】　
総
務
部
政
策
課
内
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局 

℡
26
‐
１
２
１
５

【
問
合
先
】　
自
衛
隊
香
川
地
方
協
力
本
部
さ
ぬ

き
地
域
事
務
所℡

０
８
７
‐
８
９
４
‐
２
６
２
７

区

分

応
募
資
格

受
付
期
間

試

験

日

航
空
学
生（
パ
イ
ロ
ッ
ト
）
高
卒（
見
込
含
）

21
歳
未
満

８
月
１
日
～

９
月
９
日

１
次　

９
月
23
日

２
次　

10
月
15
日
～
20
日

３
次　

11
月
12
日
～
12
月
15
日

一
般
曹
候
補
生

18
歳
以
上

27
歳
未
満

８
月
１
日
～

９
月
９
日

１
次　

９
月
17
日

２
次　

10
月
６
日
～
13
日

自
衛
官
候
補
生

（
任
期
制
自
衛
官
）

男
子

18
歳
以
上

27
歳
未
満

年
間
を
通
じ
て

９
月
17
日

女
子

８
月
１
日
～

９
月
９
日

９
月
26
日
～
29
日

試

験

区

分

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

社
会
福
祉
士

採
用
予
定
人
員

６
人
程
度

１
人
程
度

要

項

の

配

布

８
月
１
日（
月
）か
ら
配
布
開
始

統
括
窓
口
セ
ン
タ
ー（
大
内
窓
口
・
白
鳥
窓
口
・
引
田
窓
口
）で
お

渡
し
し
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能

http://w
w
w
.higashikagaw

a.jp/

申
込
受
付
期
間

８
月
１
日（
月
）～
19
日（
金
）　

平
日
８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
郵
送
の
場
合
は
８
月
19
日（
金
）【
消
印
有
効
】

申
込
受
付
場
所

総
務
部
総
務
課（
本
庁
舎
２
階
）

〒
７
６
９
‐
２
７
９
２　
　

東
か
が
わ
市
湊
１
８
４
７
番
地
１

第
１
次
試
験
日

９
月
18
日（
日
）

第
２
次
試
験
日

10
月
下
旬
頃（
予
定
）

最
終
合
格
者
決
定
時
期

11
月
中
旬
以
降（
予
定
） 募

集
要
項
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
で
き
る
試
験
区
分
は
一
人
一
区
分
で
す
。

た
だ
し
、「
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
」
に
つ
い

て
は
同
一
区
分
で
の
試
験
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
総
務
課
℡
26
‐
１
２
１
４

帰
来
団
地
（
２
戸
・
公
営
）

所

在	

帰
来
６
５
６
番
地
１

間
取
り	

３
Ｄ
Ｋ

家

賃	

１
２
，４
０
０
～
２
４
，５
０
０
円
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サ
ロ
ン
・
ド
・
マ
ミ
ー
ズ

８
月
は
電
気
使
用
安
全
月
間

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
認
定
試
験

お
知
ら
せ

講

座

感
電
な
ど
の
電
気
事
故
は
、
夏
季
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
８
月
を「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

と
定
め
、
経
済
産
業
省
主
唱
の
も
と
、
電
気
の

使
用
安
全
に
関
す
る
行
事
を
全
国
一
斉
に
行
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
お
う
ち
は
大
丈
夫
？

�

日
頃
か
ら
電
気
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う

【
問
合
先
】　
㈶
四
国
電
気
保
安
協
会
　
香
川
支

部
さ
ぬ
き
事
務
所 

℡
42
‐
０
０
５
０

‌

℻‌

42
‐
０
０
７
５

下
水
道
排
水
設
備
工
事
の
責
任
技
術
者
と
し

て
登
録
す
る
た
め
の
資
格
認
定
試
験
を
実
施
し

ま
す
。

※
既
に
責
任
技
術
者
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る

人
は
受
験
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

試
験
日
時
　
10
月
14
日（
金
）

会
場
　
高
松
市
上
下
水
道
局
５
階
　
大
会
議
室

申
込
期
間
　
８
月
1
日（
月
）〜
31
日（
水
）

申
込
書
・
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】　
事
業
部
上
下
水
道
課

 

℡
33
‐
２
５
０
３

子
育
て
の
こ
と
わ
い
わ
い
話
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

10
月
４
日（
火
）〜
11
月
22
日（
火
）

９
時
30
分
〜
11
時
30
分（
毎
週
火
曜
　
全
８
回
）

場
所
　
市
交
流
プ
ラ
ザ

対
象
　
１
歳
ご
ろ
か
ら
就
学
前
児
童
の
保
護
者

申
込
締
切　

９
月
９
日（
金
）

参
加
費
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
「
完
璧
な
親
な
ん

て
い
な
い
」
は
貸
出
Ｏ
Ｋ
）

定
員
　
14
人（
先
着
順
）

進
行
役
　
木
村
真
紀
　
山
中
美
佐

【
問
合
先
】　
市
教
委
生
涯
学
習
課

 

℡
26
‐
１
２
３
８

児童扶養手当の現況届
８月中に必ず提出を

現在児童扶養手当を受給している人は、８月中に
現況届の手続きが必要です。この手続きをしないと、
手当を受けることができませんので必ず手続きをし
てください。
※２年間請求がない場合、受給権が消滅しますので
ご注意ください。

また、所得制限などの理由で、現在支給停止になっ
ている人も手続きが必要です。
※児童扶養手当は、父親がいないか、父親が重度の
身体障がい者である家庭で児童を養育している母親
などに対し、児童の健やかな成長を願って支給され
る手当です。支給には一定の要件があります。なお、
父子家庭の父親にも児童扶養手当が支給されます。

持参するもの
◆児童扶養手当証書（サーモンピンク色）
◆印かん
◆養育費等に関する申告書
◆ 児童扶養手当一部支給停止適用除外事由届出書及
び届出に係る添付書類
※該当する方には既に届出書を送付しています
◆扶養義務者に関する調査票
◆ 対象児童が高校生以上で、別居監護している場合
は在学証明書
◆ 平成23年１月１日に市に住民票がなかった人は
23年度所得課税証明書（平成23年１月１日に住民
票があった市区町村で発行されます）

※受付期間中に来られない人は、必ず連絡してくだ
さい
※手続きができるのは、受給資格者（本人）のみです
※届書の中に、勤務先名、住所、電話番号を記入す
る欄があります。内職の人は内職の種類（職種）を、
無職の人は生計維持方法を記入します

【問合先】　市民部子育て支援課　℡26-１２３１

日 程 時 間 場 所

８月10日（水）‌
　～12日（金）

9：00～20：00
大内庁舎２階

（子育て支援課相談室）

８月14日（日） 9：00～16：30
白鳥庁舎１階
（会議室）

８月28日（日） 9：00～16：30
引田公民館２階
（第２講義室）

上記以外の月～
金曜日（８月中）

9：00～16：30
大内庁舎２階

（子育て支援課相談室）

住
宅
の
耐
震
対
策
は
お
済
で
す
か

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
た
民
間
住
宅
の
耐
震
化
促
進
の
た
め
、

耐
震
対
策（
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
工
事
）に
必

要
な
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

申
込
期
限
　
12
月
15
日（
木
）

補
助
対
象　

市
内
に
お
い
て
自
ら
所
有
し
、
居

住
す
る
住
宅
　
※
市
税
や
公
共
料
金
を
滞
納
し

て
い
な
い（
世
帯
全
員
）

補
助
金
額

耐
震
診
断
　
耐
震
診
断
に
要
し
た
費
用
の
２
／

３（
限
度
額
６
万
円
）

耐
震
改
修
工
事
　
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費

用
の
１
／
２（
限
度
額
60
万
円
）

【
問
合
先
】
事
業
部
建
設
課
℡
33
‐
２
５
０
１
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戦没者慰霊祭・盆供養

あ
げ
ま
す
・
求
め
ま
す

あ
げ
ま
す

●
双
子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
　
●
犬
ハ
ウ
ス
（
室
内

用
）

求
め
ま
す

●
蚕
の
幼
虫
　
●
手
押
し
ポ
ン
プ（
井
戸
用
）　

●
ア
イ
ロ
ン
台
の
万
十
・
袖
馬
　
●
原
付
バ
イ

ク（
ホ
ン
ダ
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
）　
●
水
槽
（
50 

㎝

前
後
）
　
●
井
戸
用
ポ
ン
プ
　
●
工
業
用
オ
ー

バ
ー
ミ
シ
ン
●
マ
ツ
イ
ミ
シ
ン
　
●
皮
の
縫
製

キ
ッ
ト
　
●
ミ
シ
ン
糸

こ
の
情
報
は
６
月
28
日
現
在
の
も
の
で
、
成

約
済
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
譲
り
受
渡
し
の
交

渉
は
当
事
者
同
士
で
行
い
、
市
は
ト
ラ
ブ
ル
等

に
つ
い
て
の
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
環
境
衛
生
室

℡
26
‐
１
２
２
６

東
か
が
わ
市
管
内
の
事
故
等
発
生
件
数

※（
　
）内
は
１
月
か
ら
の
累
計

人
身 

事
故 

17
件
　（
１
２
２
件
） 

死
亡 

０
件
　（
０
件
）

救
急 

１
３
３
件
　（
８
４
１
件
）

火
災 

１
件
　（
９
件
）

６
月
の
事
故
等
件
数

義
援
金
状
況（
６
月
30
日
現
在
）

善
意
の
贈
り
物

次
の
方
か
ら
あ
た
た
か
い
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た（
敬
称
略
）

香
典
返
し	

木
村
　
成
二�

（
町
田
）

	

多
田
　
守�

（
落
合
）

一
般
寄
付	

阿
讃
蘭
友
会

預
か
り�

１
２
，７
７
３
，９
８
８
円

６
，０
０
０
ド
ル

義
援
金
箱�

１
，８
６
０
，６
７
８
円

【
問
合
先
】　
市
民
部
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

℡
26
‐
１
２
２
８

実
施
団
体

名

称

日

時

場

所

実
施（
対
象
）範
囲

相
生
地
区
遺
族
会

相
生�

地
区
戦
没
者
盆
供
養

８�

月
15
日（
月
）午
前
６
時
30
分
～
７
時

相
生
地
区
軍
人
墓
地

相
生
地
区

引
田
地
区
遺
族
会

引
田�

地
区
戦
没
者
盆
供
養

８�

月
15
日（
月
）午
前
７
時
～
７
時
30
分

引
田
地
区（
古
作
）軍
人
墓
地

引
田
地
区

引
田
・
相
生
・
小
海

地
区
遺
族
会

引
田
・
相
生
・
小
海
地
区

合
同
戦
没
者
慰
霊
祭

９�

月
23
日（
祝
）予
定　

午
前
10
時
～

引
田
鎮
魂
社

引
田
・
相
生
・
小

海
地
区

本
町
地
区
遺
族
会

本
町
地
区
戦
没
者
盆
供
養

８
月
14
日（
日
）午
前
７
時
30
分
～
50
分

本
町
地
区
供
養
塔

本
町
地
区

白
鳥
地
区
遺
族
会

白
鳥
地
区
戦
没
者
盆
供
養

８
月
14
日（
日
）午
前
７
時
～
７
時
20
分

白
鳥
地
区
供
養
塔

白
鳥
地
区

福
栄
地
区
遺
族
会

福
栄
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭

９
月
23
日（
祝
）午
前
９
時
～
10
時
30
分

福
栄
地
区
供
養
塔

福
栄
地
区

五
名
地
区
遺
族
会

五
名
地
区
戦
没
者
慰
霊
祭

８
月
14
日（
日
）午
前
９
時
～
10
時

五
名
地
区
供
養
塔

五
名
地
区

三
本
松
地
区
遺
族
会

三
本
松
地
区
戦
没
者
盆
供
養

８
月
15
日（
月
）午
前
８
時
～
９
時

三
本
松
・
平
和
院
大
信
寺

三
本
松
地
区

誉
水
地
区
遺
族
会

誉
水
地
区
戦
没
者
盆
供
養

８
月
15
日（
月
）午
前
７
時
～
８
時

與
田
寺
客
殿（
予
定
）

誉
水
地
区

丹
生
地
区
遺
族
会

丹
生
地
区
戦
没
者
盆
供
養

８
月
15
日（
月
）午
前
６
時
～
７
時

丹
生
地
区
軍
人
墓
地

丹
生
地
区

お
盆
の
ご
み
・
し
尿
収
集

８
月
23
日　

就
職
面
接
会

若
者
の
就
労
相
談
を
実
施

●
ご
み
収
集
　
８
月
15
日（
月
）の
ご
み
収
集
は

お
休
み
で
す
。

※
各
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の【
持
ち
込
み
ご
み
】

の
受
入
れ
は
、
通
常
ど
お
り
（
８
時
30
分
〜
15

時
）
行
い
ま
す
。

●
し
尿
収
集
　
申
し
込
み
は
、
８
月
６
日（
土
）

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

お
盆
時
期
に
は
依
頼
が
重
な
り
、
収
集
が
遅

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
収
集
業
者
へ
の

依
頼
は
な
る
べ
く
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
環
境
衛
生
室

℡
26
‐
１
２
２
６

中
途
採
用
希
望
者
及
び
平
成
24
年
３
月
に
大

学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
の
卒
業
予
定

か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
臨
床
心
理
士
な
ど

が
就
労
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
（
仕

事
の
紹
介
や
斡
旋
は
し
ま
せ
ん
）。

日
時
　
８
月
11
日（
木
）　
10
時
30
分
〜
16
時

場
所
　
市
交
流
プ
ラ
ザ（
第
５
講
座
室
）

対
象
　
15
〜
39
歳
の
本
人
ま
た
は
保
護
者
（
事

前
予
約
の
人
優
先
）

【
問
合
先
】　
か
が
わ
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン 

℡
０
８
７
‐
８
１
１
‐
５
３
８
８

者
な
ど
が
対
象
。
県
内
企
業
80
社
が
参
加
予
定
。

日
時
　
８
月
23
日（
火
）　
13
〜
16
時

場
所
　
サ
ン
メ
ッ
セ
香
川
大
展
示
場

【
問
合
先
】　
県
労
働
政
策
課

℡
０
８
７
‐
８
３
２
‐
３
３
６
８

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

法
改
正
に
よ
り
、
平
成
７
年
６
月
1
日
か
ら

平
成
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
１
期
・
２
期

の
接
種
が
終
わ
っ
て
い
な
い
人
は
接
種
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
予
診
票
を
再
発
行
し
ま
す

の
で
、
母
子
健
康
手
帳
を
確
認
の
う
え
左
記
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
方
法　

医
療
機
関
に
予
約
を
し
、
予
診
票

と
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　

20
歳
の
誕
生
日
の
２
日
前
ま
で
接

種
で
き
ま
す
。

【
問
合
先
】　
市
民
部
保
健
課
健
康
づ
く
り
グ
ル

ー
プ 

℡
26
‐
１
２
２
９

香
川
大
学
教
員
や
専
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど

に
よ
る
市
内
の
企
業
や
商
店
を
対
象
と
し
た
知

的
財
産
・
技
術
課
題
に
関
す
る
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。 知

的
財
産
・
技
術
相
談
会

会
場
　
市
交
流
プ
ラ
ザ
　
第
５
講
座
室

日
時　

８
月
18
日（
木
）　
９
時
30
分
〜
15
時

【
問
合
先
】　
県
知
的
所
有
権
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
７
‐
８
６
９
‐
９
０
０
４
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お
く
や
み

お
め
で
た

氏
名（
敬
称
略
）	

保
護
者	

地
区
名

赤
井 
凜り
ん
た
ろ
う

太
郎
（
男
） 

直
樹 

町

田

花
崎 

娃あ
い
ら蘭

（
女
） 

圭
助 

湊

池
田 

慶け
い
た
ろ
う

太
朗
（
男
） 
敦
彦 

三
本
松

山
上 

り

さ
（
女
） 
和
彦 

小

海

三
好 

鉄て
っ
ぺ
い平

（
男
） 

謙
司 
町

田

江
元 

渉
わ
た
る

（
男
） 

健 

白

鳥

家
田 

悠ゆ

な奈
（
女
） 

佳
則 

湊

「
お
め
で
た
」「
お
く
や
み
」
欄
の
掲
載
を
希

望
す
る
場
合
は
、『
掲
載
申
込
書
』
を
各
庁
舎

窓
口
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
掲
載
は
申
込
書

提
出
月
の
翌
々
月
号
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
先
】
総
務
部
政
策
課
℡
26
‐
１
２
１
５

氏
名（
敬
称
略
）	

年
齢	

地
区
名

谷 

直

一 

（
71
） 

引

田

上
𠩤 

源

 

（
94
） 

湊

白
藤 

勝

信 

（
87
） 

西

村

朝

 

千

秋 

（
85
） 

三

殿

中
村 

玉

江 

（
91
） 

三
本
松

熊
野 

勝 

（
72
） 

三
本
松

小
柗 

博 

（
84
） 

三
本
松

工
藤 

隆

子 

（
80
） 

引

田

豊
崎 

富

子 

（
84
） 

三
本
松

寺
澤 

八
重
子 

（
91
） 

三
本
松

坂
田 

俊

博 

（
64
） 

白

鳥

吉
田 

健 

（
88
） 

横

内

髙 

キ
ミ
コ 

（
90
） 

西

村

田
中 

勇 

（
92
） 

白

鳥

村
井 
タ
ツ
ヱ 

（
83
） 

南

野

仙
波 

忠

純 

（
73
） 

松

原

岩
本 

馨 
（
80
） 

落

合

山
地 

勝
次
郎 
（
90
） 

与
田
山

間
嶋 

正

勝 

（
93
） 

水

主

國
野 

文

男 

（
82
） 
引

田

田
中 

芳

明 

（
89
） 
川

東

坂
本 

時

與 

（
94
） 

三
本
松

松
岡 

富

雄 

（
77
） 

横

内

乙
武 

一

美 

（
82
） 

横

内

桑
島 

昭

博 

（
61
） 

白

鳥

木
村 

サ
カ
エ 

（
101
） 

町

田

●�紙面スペースの都合で、みなさんからお寄せいただいた原稿をすべて掲載することがで
きない場合があります。ご理解くださるようお願いします。

●配布について、不備のあった場合にはお手数ですが下記までご連絡ください。
【９号配布期間　８月25日（木）～31日（水）】
四国新聞販売株式会社　℡ 087‐833‐4590　　総務部政策課　℡ 26‐1215 

《編集後記》

暑い日が続きます。私が子ども
のころはもう少し過ごしやすかっ
た気がするのですが……。だんだ
んと気候も変わっていくようです。
祭りなど地域の行事がこれから
多くなる時期です。できるだけか
わらず残していきたいですね （Ｋ）

◆今月の表紙◆

土曜デーの取材に行きました。
商工会青年部主催の射的やバルー
ンアートなどの催しに、子どもた
ちが楽しく参加していました。
暑い夜でしたが、ゆったりした
時間の流れに、暑さをいっとき忘
れられたような気がします。

 

次月からのテーマ　●９月号　「残暑」　　● 10月号　「祭」　応 募
方 法	 ※締切日　　９月号＝８月８日（月）　10月号＝９月７日（水）
広報ではみなさまのおたよりを募集しています。「文芸コーナー」「投稿ニュース」
「ちょっとギャラリー」「ＫＩＤＳ！キッズ！ＫＩＤＳ！」各係宛まで
【宛 先】〒769‐2792　（住所記載不要）市役所総務部政策課　広報東かがわ○○係
【E-mail】webmaster@city.higashikagawa.kagawa.jp

ま
ゆ
こ

け
ー
き

広
報
で
は
赤
ち
ゃ
ん
や
、
就
学
前
の
お
子
さ

ん
の
写
真
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

掲
載
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
●
氏
名
（
保
護

者
・
お
子
さ
ん
）
●
年
齢
●
住
所
●
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
添
え
て
下
記
の
宛
先
ま
で
。

※
写
真
で
も
デ
ー
タ
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。 ●濱松　美月ちゃん（２歳）

●�松原　●直樹パパ　美和ママ�

アジサイ！　きれいだったよぉ♪♪

今
月�

の
テ
ー
マ
は

マ
カ
ロ
ン

虫
と
り



戦
後
66
年
が
経
ち
、
時
間
と
と
も
に
戦
争

の
記
憶
・
記
録
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
特
に
戦
争
の
体
験
や
伝
え
聞
い
た
こ
と
は

次
第
に
薄
れ
ま
す
。
若
い
世
代
に
と
っ
て
は
、

戦
争
は
空
襲
や
原
爆
に
遭あ

っ
た
と
こ
ろ
で
し
か

起
こ
っ
て
い
な
か
っ
た
と
誤
解
も
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
が
住
む
東
か
が
わ
市
も
戦
争
を
経
験

し
た
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
を
く
ぐ
り
抜
け
て
今

の
時
代
が
あ
る
こ
と
を
、
若
い
世
代
や
後
世
に

伝
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

昭
和
６
年（
１
９
３
１
）の
満
州
事
変
を
き
っ

か
け
に
日
中
戦
争
や
太
平
洋
戦
争
が
続
き
15
年

間
に
わ
た
る
戦
争
の
時
代
に
突
入
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
中
国
や
ア
ジ
ア
の
戦
場
を「
戦せ

ん
せ
ん線

」と

呼
ぶ
の
に
対
し
、
国
内
で
の
生
活
は「
銃じ

ゅ
う
ご後

」と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
戦
争
の
経
費
を
賄

ま
か
な

う
た
め
、

貯
蓄
や
国
債
の
購
入
、
食
糧
・
衣
類
・
燃
料
・

日
用
品
な
ど
が
配
給
制
と
な
り
、
国
民
生
活
の

隅
々
ま
で
戦
争
が
入
り
込
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
各
家
か
ら
金
属
製
品

や
学
校
の
二
宮
金
次
郎
像
、
お
寺
の
鐘か

ね

な
ど
が

供き
ょ
う
し
ゅ
つ
出
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
白

鳥
神
社
で
は
、
神し

ん
め馬
の
銅
像
が
出

し
ゅ
っ
せ
い征
の
し
る
し

で
あ
る
赤
た
す
き
を
か
け
て
供
出
さ
れ
ま
し
た
。

金
属
だ
け
で
な
く
水
主
神
社
か
ら
は
鎮
守
の
森

と
し
て
守
ら
れ
て
き
た
巨
木
が
戦
争
の
た
め
に

伐き

ら
れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
民
間
の

商
船
や
漁
船
が
物
資
の
輸
送
の
た
め
に

徴ち
ょ
う
よ
う
用
さ
れ
ま
し
た
。
市
内
か
ら
も
多
く
の
乗
組

東
か
が
わ
市
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

U
RL	

http://w
w
w
.higashikagaw

a.jp/

編
集
発
行　

東
か
が
わ
市
総
務
部
政
策
課　

平
成
23
年
８
月
１
日
発
行

〒
７
６
９
‐
２
７
９
２　

香
川
県
東
か
が
わ
市
湊
１
８
４
７
番
地
１

℡
０
８
７
９
‐
２
６
‐
１
２
１
５

▼

�

供
出
を
ま
ぬ
が
れ
た�

白
鳥
神
社
本
殿
の
銅
桶

▲

�

イ
モ
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第
17
回
戦
争
を
伝
え
る

員
と
船
舶
が
徴
用
さ
れ
、
中
国
大
陸
や
東
南
ア

ジ
ア
の
戦
地
で
物
資
の
輸
送
に
携
わ
り
ま
し
た
。

徴
用
さ
れ
た
船
の
ほ
と
ん
ど
が
敵
機
の
攻
撃
を

受
け
て
沈
没
し
た
た
め
、
無
事
帰
っ
て
き
た
船

は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
故
郷
の
地
を
踏
む
こ
と
な

く
異
国
の
地
で
こ
の
世
を
去
っ
た
人
も
多
い
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昭
和
19
年（
１
９
４
４
）に
は
、
児
童
を

空
襲
か
ら
守
る
た
め
、
都
会
か
ら
学
童
集
団
疎そ

開か
い

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
市
内
で
は
大
阪
市
西

淀
川
区
立
佃
国
民
学
校
の
児
童
が
引
田
町
（
引

田
）
の
積
善
坊
と
天
理
教
香
川
大
教
会
、
白
鳥

本
町（
松
原
）の
有
明
会
館
・
引
田
別
館
・
荒
馬

別
館
、
三
本
松
町（
三
本
松
）の
勝
覚
寺
、
誉
水

村
の
與
田
寺
・
円
光
寺
に
疎
開
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
も
市
内
に
は
、
戦
争
に
ま
つ
わ
る
記

念
碑
や
史
跡
が
あ
り
ま
す
。
戦
争
の
記
録
・
記

憶
を
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
平
和
の
尊
さ

を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
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